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サルティゴ、「第 3 回ファーマ i ジャパン」出展のご案内 
 

～ 医薬品開発初期のパイロット製造から原薬の大量製造まで、 
日本国内で提供する幅広い技術とサービスを展示 ～ 

 
ランクセス株式会社 

 
 
ドイツの特殊化学品メーカー、ランクセス （LANXESS） グループの受託製造会社サルティゴは、

7 月 1 日（水）から 3 日（金）まで、東京ビックサイトで開催されるライフサイエンス関連総合国際展

示会「第 22 回 インターフェックス ジャパン」の医薬品原料国際展「第 3 回 ファーマ i ジャパン」

で、医薬品開発初期のパイロット製造から原薬の大量製造まで提供する、同社の幅広い技術とサ

ービスについて展示をします。サルティゴのブース番号は、東 4 ホール 60-9 （ファーマ i ジャパ

ン）です。 
 
インターフェックス ジャパン展示会は、ライフサイエンス業界の展示会としてはアジア地域最大で、

医薬品業界のキープレーヤーの高い関心を集めていることから、今回サルティゴは、その医薬品

原料に特化したファーマ i 部門に出展をします。サルティゴは日本において、ライフサイエンス産

業をサポートする分野を中心に、農薬・医薬・スペシャリティケミカル業界などすべての関連市場

で、健全な事業基盤を築いています。日本は、アジア地域でも特に重要性の高い市場です。 
 
サルティゴは世界の他の地域と比較して、日本市場の新技術や革新的な製品を重視する傾向に

あり、また品質や信頼性に対する顧客の要求レベルが特に高いという特徴が、同市場において

のシェア拡大に有利と考えています。サルティゴの医薬品事業では、市場全体の成長を使命と考

え、継続的な拡大路線のもと、既存および新規顧客層のニーズに的確に応えるため戦略的投資

を行っています。 
 
サルティゴは 2008 年初旬に 1,000 万ユーロを投資し、cGMP（最新の現時点で有効な GMP）

対応のアドバンスト中間体および API を製造する専用施設を、ドイツのレバクーゼンに完成しまし

た。この施設は年間製造能力が 200 トン超で、反応器の規模は 2.5～8 立方メートルと幅広い対

応が可能です。 
 
さらにサルティゴでは、医薬品の開発段階のプロジェクトに柔軟に対応するため、治験薬原薬製

造拠点を米国シアトル郊外のレッドモンドにも置き、治験薬関連の受託製造分野にも注力してい

ます。 



 
 
戦略的に優位な米国西海岸に位置するレッドモンドでの拠点設置は、既存の顧客に対する開発

段階プロジェクトのサポートだけではなく、創薬ベンチャーや新たに製薬業界に参入する企業な

どの顧客開拓も目的としています。この拠点では、第Ⅱa 相（Phase Ⅱa）までの前臨床試験

（preclinical testing）と治験前期段階（early clinical phase）を迅速にサポートすることができます。

レッドモンド拠点は最近、製造能力を増強し、cGMP 対応のキロラボが 2 系列となったほか、パイ

ロットプラントも治験薬原薬と中間体の製造に 400L～800L の幅で柔軟な対応が可能になりまし

た。 
 
サルティゴは、これらの増強により、医薬品プロジェクトの全ライフサイクルに柔軟に対応の出来る

体制が整いました。レッドモンドでは、スピードと柔軟性が最優先される治験前期段階のプロジェ

クトを実施します。プロジェクトが第Ⅰ相（Phase Ⅰ）から開発段階に進展後、プロジェクトを最適

なタイミングでスムースにレバクーゼンへ移行し、大規模製造に対応します。 
 
近年、医薬品ビジネスのグローバル化に伴い、日本で創製された新薬候補化合物の大半が最初

に米国で治験に供試されるため、FDA（米国食品医薬品局）のガイドラインに準拠した製造だけ

ではなく、品質保証体制や申請サポートなど総合的に対応できる治験薬供給拠点を米国に有す

ることが、ますます重要となっています。 
 
レッドモンドでは、日本の顧客から受注した治験薬原薬を含む、多分野にわたるプロジェクトが進

行中で、スタッフの豊富な経験に基づいたアドバイスや、困難なスケジュールへの迅速な対応の

ほか、顧客のニーズに柔軟に対応することで、高い評価を得ています。 
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このリリースの原文（英語）は、以下のURLにてご参照下さい。 www.saltigo.com 
 
サルティゴについて 
サルティゴは、本社をドイツ・ランゲンフェルドに構え、レバクーゼンとドルマーゲンに製造拠点を

置く、受託製造の専門会社です。全世界には、約1,400人の従業員を擁しています。特殊化学品

メーカー、ランクセスの完全出資子会社で、アドバンスト中間体セグメント（2008年度売上高：約

13億ユーロ）に属しています。サルティゴは、医薬品産業でのビジネス展開強化のため、米国・ワ

シントン州のレッドモンドにcGMP対応治験薬および中間体向けの少量試作受託製造拠点を新

しく開設しました。サルティゴについての詳細は、同社URLにてご確認下さい。www.saltigo.com 
 
 



 
 
ランクセスについて 
ランクセスは、世界23カ国で事業を展開する大手特殊化学品メーカーです。2008年の総売上は

65億8000万ユーロにのぼり、全世界の従業員数は約 14,600人、世界中に44の拠点を展開して

います。主な事業は、プラスチック、合成ゴム、中間体、特殊化学品の開発、製造と販売です。 
ランクセスについての詳細は同社URLにてご確認下さい。www.lanxess.co.jp 
 
 
本件に関するお問い合わせ 
ランクセス株式会社 コーポレートコミュニケーションズ 
佐野 公美 
TEL:    03-5293-8005   FAX: 03-5219-9773  
Email:  kumi.sano@lanxess.com 
 
免責について (Forward-Looking Statement)：  
このニュースリリースには、ランクセス経営陣による現在の仮定と今後の予測に基づく記述があります。既知あるいは未知の各種リ

スクや不確定性、その他の要素により、本頁に記載された予測と弊社の今後の総合売上高、財務状況、業績の数字が異なる場合

があります。弊社は、ニュースリリースの記載事項を更新、もしくは今後の出来事や進展状況に合わせ、内容を変更する義務はな

いものとします。 
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